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衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
財
務
大
臣
の
先
進
七
カ
国
財
務
相
・
中
央
銀
行
総
裁
会
議
出
席
に
同
行
し
た
政
府
職
員

等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

平
成
二
十
一
年
二
月
十
三
日
及
び
十
四
日
に
行
わ
れ
た
七
か
国
財
務
相
・
中
央
銀
行
総
裁
会
議
（
以
下
「
会
議
」
と
い
う
。

）
に
出
席
し
た
中
川
前
財
務
大
臣
に
同
行
し
た
政
府
職
員
は
、
山
本
高
史
前
財
務
大
臣
秘
書
官
、
彦
谷
直
克
財
務
大
臣
秘
書

官
事
務
取
扱
、
篠
原
尚
之
財
務
官
、
高
村
泰
夫
財
務
省
大
臣
官
房
秘
書
課
財
務
官
室
長
、
土
谷
晃
浩
財
務
省
大
臣
官
房
文
書

課
広
報
室
長
、
玉
木
林
太
郎
財
務
省
国
際
局
長
、
中
尾
武
彦
財
務
省
国
際
局
次
長
、
岡
村
健
司
財
務
省
国
際
局
国
際
機
構
課

長
、
阪
田
渉
財
務
省
国
際
局
地
域
協
力
課
国
際
調
整
室
長
ほ
か
財
務
省
職
員
八
名
、
諏
訪
園
健
司
前
金
融
担
当
大
臣
秘
書
官

事
務
取
扱
、
山
崎
達
雄
金
融
庁
総
務
企
画
局
参
事
官
ほ
か
金
融
庁
職
員
一
名
で
あ
る
。

「
ア
テ
ン
ド
」
の
意
味
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
現
地
に
お
い
て
中
川
前
財
務
大
臣
の
訪
問
へ
の
対
応
を
行
っ

た
政
府
職
員
は
、
安
藤
裕
康
イ
タ
リ
ア
国
駐
箚
特
命
全
権
大
使
を
始
め
と
す
る
在
イ
タ
リ
ア
日
本
国
大
使
館
の
館
員
等
で
あ

る
。

三
に
つ
い
て

一



お
尋
ね
の
「
会
食
」
は
、
公
務
と
し
て
行
っ
た
も
の
で
は
な
い
。

四
に
つ
い
て

中
川
前
財
務
大
臣
は
、
平
成
二
十
一
年
二
月
十
四
日
の
ホ
テ
ル
内
で
の
昼
食
に
向
か
う
際
、
御
指
摘
の
記
者
よ
り
話
を
聞

き
た
い
と
の
申
出
を
受
け
た
も
の
の
、
時
間
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
中
川
前
財
務
大
臣
が
同
記
者
を
昼
食
の
場
に
入
る
よ

う
招
い
た
も
の
で
あ
り
、
「
玉
木
局
長
が
一
部
の
女
性
記
者
を
招
い
た
」
と
い
う
事
実
は
な
い
。

五
に
つ
い
て

中
川
前
財
務
大
臣
に
同
行
し
た
政
府
職
員
は
、
御
指
摘
の
「
会
食
」
の
際
、
中
川
前
財
務
大
臣
の
体
調
に
特
に
変
わ
っ
た

と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
と
の
認
識
で
あ
っ
た
。

六
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
政
府
職
員
は
、
山
本
高
史
前
財
務
大
臣
秘
書
官
、
玉
木
林
太
郎
財
務
省
国
際
局
長
、
高
村
泰
夫
財
務
省
大
臣
官

房
秘
書
課
財
務
官
室
長
、
阪
田
渉
財
務
省
国
際
局
地
域
協
力
課
国
際
調
整
室
長
で
あ
る
。

七
に
つ
い
て

中
川
前
財
務
大
臣
に
同
行
し
た
政
府
職
員
は
、
平
成
二
十
一
年
二
月
十
四
日
の
日
露
財
務
大
臣
会
談
の
際
、
御
指
摘
の
よ

二



う
な
「
中
川
前
財
務
大
臣
は
既
に
朦
朧
と
し
た
状
態
に
あ
っ
た
」
と
の
認
識
は
な
か
っ
た
が
、
中
川
前
財
務
大
臣
は
体
調
が

優
れ
な
い
状
態
で
あ
る
と
の
認
識
を
持
っ
た
。

八
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
政
府
職
員
は
、
玉
木
林
太
郎
財
務
省
国
際
局
長
、
阪
田
渉
財
務
省
国
際
局
地
域
協
力
課
国
際
調
整
室
長
で
あ
る
。

九
に
つ
い
て

「
八
の
政
府
職
員
」
は
、
七
に
つ
い
て
で
述
べ
た
よ
う
に
、
日
露
財
務
大
臣
会
談
の
際
、
中
川
前
財
務
大
臣
は
体
調
が
優

れ
な
い
状
態
で
あ
る
と
の
認
識
を
持
っ
た
。
中
川
前
財
務
大
臣
に
よ
る
「
麻
生
大
臣
」
と
の
言
い
間
違
い
に
つ
い
て
は
、
通

訳
を
介
し
て
伝
達
さ
れ
た
際
に
、
「
麻
生
総
理
大
臣
」
と
訂
正
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

十
及
び
十
一
に
つ
い
て

中
川
前
財
務
大
臣
に
同
行
し
た
政
府
職
員
は
、
中
川
前
財
務
大
臣
が
、
御
指
摘
の
よ
う
な
「
午
後
三
時
四
十
五
分
か
ら
の

内
外
記
者
会
見
の
前
に
は
す
で
に
ろ
れ
つ
が
回
ら
な
い
状
態
だ
っ
た
。
」
と
の
認
識
は
な
か
っ
た
。
中
川
前
財
務
大
臣
は
、

日
露
財
務
大
臣
会
談
の
後
、
三
十
分
程
度
休
息
を
取
り
、
打
合
せ
の
後
、
記
者
会
見
は
予
定
ど
お
り
自
分
が
行
う
と
自
ら
の

判
断
で
臨
ま
れ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

三



十
二
に
つ
い
て

会
議
終
了
後
の
記
者
会
見
は
、
こ
れ
ま
で
も
、
財
務
大
臣
が
中
心
と
な
っ
て
会
議
の
成
果
を
説
明
す
る
こ
と
が
、
他
国
も

含
め
、
慣
例
と
な
っ
て
い
る
。
今
回
に
お
い
て
も
、
中
川
前
財
務
大
臣
は
、
記
者
会
見
は
予
定
ど
お
り
自
分
が
行
う
と
自
ら

の
判
断
で
臨
ま
れ
た
と
認
識
し
て
お
り
、
中
川
前
財
務
大
臣
に
同
行
し
た
政
府
職
員
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
中
川
前
財
務
大

臣
の
判
断
に
従
っ
た
も
の
で
あ
り
、
精
一
杯
の
対
応
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

四


